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▲本のリサイクル市

▲ビブリオバトル

行
こ
う
よ
図
書
館
へ

行
こ
う
よ
図
書
館
へ

図書館

｢

大だ
い

寒か
ん

忌き｣

は
里さ

と

見み

弴と
ん

を
し
の
ん
で

　
本
市
ゆ
か
り
の
有
島
三
兄
弟（
長
男
は
作

家
の
武た

け

郎お

、
次
男
は
画
家
の
生い
く

馬ま

）の
末
弟

で
、
作
家
の
英ひ

で

夫お（
里
見
弴
）の
命
日
で
あ
る

１
月
21
日
は
、
大
寒
の
時
期
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら｢

大
寒
忌｣

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。　
　

　
中
央
図
書
館
２
階
の
郷
土
史
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
有
島
三
兄
弟
の
関
連
図
書
の
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
、展
示
・
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

図
書
館
教
養
講
座

｢

山や
ま

本も
と

實さ
ね

彦ひ
こ

っ
て
ど
ん
な
人
？｣

　
山
本
實
彦
は
現
在
の
東
大
小
路
町
に
生
ま
れ
、

出
版
社｢

改
造
社｣

を
創
業
し
、
総
合
雑
誌

｢

改
造｣

を
創
刊
し
ま
し
た
。
国
会
議
員
と
し
て

川
内
川
河
川
改
修
事
業
も
手
掛
け
、
郷
土
の
発

展
に
尽
く
し
た
偉
人
で
す
。
山
本
實
彦
の
生
い

立
ち
や
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と

の
交
流
な
ど
の
逸
話
を
紹
介
し
ま
す
。

【
時
】＝
２
月
３
日（
日
）13
時
30
分
～
15
時

【
所
】＝
中
央
公
民
館
２
階
　
第
１
研
修
室

【
講
師
】＝
川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館
学
芸
員

財た
か

部ら
べ

智と
も

美み

氏

【
対
象
】＝
ど
な
た
で
も
可

【
定
員
】＝
先
着
60
人

＊
受
講
無
料

【
申
込
開
始
】＝
１
月
18
日（
金
）か
ら

【
申
込
方
法
】＝
直
接
、
電
話

【
申
込
・
問
合
先
】＝
中
央
図
書
館

　（
22
）３
５
４
２

薩
摩
せ
ん
だ
い
図
書
館
フ
ェ
ス
タ

　
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
、
幅
広
い
市
民
の
皆

さ
ん
に
図
書
館
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

11
月
23
日（
金
）に
中
央
図
書
館
と
中
央
公
民

館
に
お
い
て
、｢

薩
摩
せ
ん
だ
い
図
書
館
フ
ェ

ス
タ｣

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
新
企
画
と
し
て｢

小
学
生
に
よ

る
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル｣

を
開
催
。
ビ
ブ
リ
オ

バ
ト
ル
と
は
、
自
分
の
お
気
に
入
り
の
本
の

良
さ
や
面
白
さ
な
ど
を
発
表
し
、
最
後
に
全

員
で
一
番
読
み
た
く
な
っ
た
本
に
投
票
し
、

最
多
票
を
獲
得
し
た｢

チ
ャ
ン
プ
本｣

を
決
定

す
る
、
本
の
紹
介
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ゲ
ー
ム
で
す
。

　
６
人
の
児
童
が
熱
心
に
発
表
を
繰
り
広
げ
、

次
の
本
が
チ
ャ
ン
プ
本
に
決
定
し
ま
し
た
。

●
チ
ャ
ン
プ
本

　｢

ふ
し
ぎ
駄だ

菓が

子し

屋や

銭ぜ
に

天て
ん

堂ど
う｣

　
　
　
廣ひ

ろ

嶋し
ま

玲れ
い

子こ（
著
）　
偕
成
社（
発
行
）

そ
の
他
に
も
、
図
書
館
で
保
存
期
間
を

過
ぎ
た
図
書
や
雑
誌
を
持
ち
帰
る｢

本
の
リ

サ
イ
ク
ル
市｣

や
読
書
グ
ル
ー
プ
に
よ
る｢

お

は
な
し
会｣

、
樋
脇
小
学
校
親
子
読
書
会｢

も

も
た
ろ
う｣

に
よ
る
児
童
劇
、
図
書
館
の
お

仕
事
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
央
図
書
館｢

臨
時
休
館｣

　
毎
月
第
4
木
曜
日
は｢

館
内
整
理
日｣

で
、

17
時
か
ら
の
開
館
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
１

月
は
、
電
灯
設
備
改
修
工
事
の
た
め
、
終
日

休
館
し
ま
す
。

【
時
】＝
１
月
24
日（
木
）

わ
く
わ
く
薩
摩
川
内
土
曜
塾

｢

わ
く
わ
く
図
書
館｣

【
時
】＝
１
月
26
日（
土
）10
時
～
11
時

【
所
】＝
中
央
図
書
館
３
階
　
研
修
室

【
内
容
】＝
ア
ニ
メ
映
画

▼
ハ
チ
公
物
語

▼
ト
ム
と
ジ
ェ
リ
―

▼
日
本
の
昔
ば
な
し

・
町
の
ね
ず
み
と
田
舎
の
ね
ず
み
　
他

【
対
象
】＝
中
学
生
以
下（
保
護
者
同
伴
可
）

【
定
員
】＝
先
着
30
人

＊
申
込
不
要

＊
参
加
無
料

【
問
合
先
】＝
中
央
図
書
館

　（
22
）３
５
４
２

今
月
の
お
す
す
め
本

鹿島分館から

すぐ死ぬんだから
悪
ワル

童
ガキ

　小
しょう

説
せつ

寅
とら

次
じ

郎
ろう

の告
こく

白
はく

まよなか
かいぎ

内
うち

館
だて

　牧
まき

子
こ

  著
（講談社）

山
やま

田
だ

　洋
よう

次
じ

  著
（講談社）

浜
はま

田
だ

　桂
けい

子
こ

  作
（理論社）

一 般 書一 般 書絵 本 児 童 書

わけあって絶滅しました。
世界一おもしろい絶滅し
たいきもの図鑑
今

いま
泉

いずみ
　忠

ただ
明
あき

　監修

丸
まる

山
やま

　貴
たか

史
し

　著
（ダイヤモンド社） 　78歳のハナは、幸せな余生

を過ごしていた。急死した夫
の秘密を知って一気に落ち込
むが、あることがきっかけで、
みるみる勢いを取り戻してい
く。人生 100 年時代の新｢終
活｣小説。

　映画｢男はつらいよ｣の寅さ
んが活字になって帰ってき
た！ ｢2・26 事件｣の朝に帝

たい

釈
しゃく

天
てん

に捨てられたという衝撃
の誕生秘話をはじめ、柴又を
飛び出すまでの十数年の笑い
と涙の物語。

　ゆうきくんが寝た後、ラン
ドセルの中から出てきて、学
校でのゆうきくんの様子につ
いて話し合う文房具たち。主
人公の成長を優しく見守る様
子に、物を大切にしたくなる
絵本。

　生き物が絶滅する確率は
99.9％。優しすぎた、顎が重
すぎた、隕

いん

石
せき

が落ちてきたな
ど、70種類の生き物の意外な
絶滅の理由や、絶滅を乗り越
えた生き物の進化を紹介。
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向田中心市街地地域

　　
今
回
の
担
当
は
、
向
田
中
心

市
街
地
地
域
の
寺
田
隊
員
で
す
。

■
私
が
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

　
な
っ
た
き
っ
か
け

　
父
方
の
実
家
が
あ
り
、
幼
い

頃
に
何
度
か
訪
れ
、
今
も
祖
母

が
一
人
で
暮
ら
し
て
い
る
薩
摩

川
内
市
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

こ
と
に
加
え
、
い
つ
の
頃
か
ら

か
抱
い
て
い
た「
田
舎
に
住
み

た
い
」と
い
う
願
望
が
き
っ
か

け
に
な
り
、
協
力
隊
と
い
う
仕

事
に
出
会
い
ま
し
た
。

■
向
田
中
心
市
街
地
自
慢

　
向
田
中
心
市
街
地
の
魅
力
は
、

何
と
い
っ
て
も
イ
ベ
ン
ト
の
多

さ
で
す
ね
。
息
つ
く
暇
も
な
く

大
型
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　
花
火
大
会
、
大
綱
引
、
は
ん

や
ま
つ
り
、
ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ロ
ウ

ィ
ン
秋
祭
り
、
リ
バ
ー
フ
ロ
ン

ト
マ
ル
シ
ェ
、
さ
つ
ま
川
内
よ

か
と
こ
祭
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
に

参
加
し
ま
し
た
が
、
ど
の
イ
ベ

ン
ト
も
実
行
委
員
の
方
が
も
の

す
ご
く
パ
ワ
フ
ル
で
し
た
。
は

ん
や
ま
つ
り
で
は
、
薩
摩
川
内

大
歴
史
絵
巻
行
列
の
一
番
先
頭

を
歩
く「
サ
ル
タ
ヒ
コ(

プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
写
真
参
照)

」を
演
じ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
私
の
一
押
し
ス
ポ
ッ
ト

　
私
の
活
動
拠
点
で
も
あ
る

西
向
田
町
国
道
３
号
沿
い
の

「
ま
ち
あ
い
サ
ロ
ン
」は
、
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

県
内
で
も
２
番
目
に
早
く「
ま

ち
の
駅
」に
認
定
さ
れ
た
歴
史

あ
る
無
料
の
休
憩
ス
ポ
ッ
ト

で
す
。
気
の
い
い
ス
タ
ッ
フ
が

も
て
な
す
憩
い
の
場
で
、
コ
ー

ヒ
ー
や
甘
酒
、
手
作
り
民
芸
品

を
楽
し
み
な
が
ら
、
休
憩
い
た

だ
け
ま
す
。　
　

■
こ
れ
ま
で
の
活
動

・
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
・
ガ
ス
ト
ロ
ノ

　
ミ
ー
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
㏌
薩さ

つ

摩ま
の

　
國く

に

・
市
比
野
温
泉

　
樋
脇
町
市
比
野
を
舞
台
に

Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
・
ガ
ス
ト
ロ
ノ

ミ
ー
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
し

ま
し
た
。
当
日
は
、
多
く
の
参
加

者
や
企
業
の
協
力
も
あ
り
、
約

７
㎞
の
コ
ー
ス
を
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
し
な
が
ら
、
市
内
７
カ

所
の
酒
蔵
の
焼
酎
、
郷
土
料

理
、
名
所
巡
り
を
一
遍
に
楽

し
め
る
盛
大
な
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。

・
空
き
ビ
ル
を
利
活
用
し
た
薩

　
摩
川
内
市
初
の
お
化
け
屋
敷

　
神
田
町
に
あ
る
空
き
ビ
ル

を
東
京
在
住
の
所
有
者
の
方

に
交
渉
し
て
、
お
化
け
屋
敷
と

し
て
活
用
し
ま
し
た
。

　
ま
ち
あ
い
サ
ロ
ン
の
メ
ン
バ

ー
と
共
に
イ
ベ
ン
ト
を
不
定
期

で
開
催
し
て
い
て
、
現
在
ま
で

に
３
回
開
催
し
ま
し
た
が
、
い

ず
れ
も
好
評
で
、
行
列
が
で
き

る
ほ
ど
で
し
た
。
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
私
が
今
後
取
り
組
み
た
い
こ
と

　
薩
摩
川
内
市
だ
け
で
な
く

全
国
の
問
題
で
も
あ
る
シ
ャ

ッ
タ
ー
通
り
や
廃
屋
の
問
題

に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
空
き

家
・
空
き
ビ
ル
再
生
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
協
力
隊
と
し
て
で
き
る
こ

と
を
足
掛
か
り
に
、
一
個
人
で

も
で
き
る
こ
と
を
模
索
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
協
力
隊
と
し
て
の
活
動
が

２
年
目
と
な
り
、
薩
摩
川
内

市
の
魅
力
が
か
な
り
分
か
っ

て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
た
く
さ
ん

の
魅
力
的
な
情
報
を
皆
さ
ん

に
お
届
け
で
き
る
よ
う
尽
力

し
、
同
時
に
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル

ス
大
学
や
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
、

太
平
橋
通
り
商
店
街
振
興
組

合
な
ど
と
協
力
し
て
、
さ
ら

に
向
田
中
心
市
街
地
に
足
を

運
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

協
力
隊
事
務
所

ま
ち
あ
い
サ
ロ
ン
内

所
在
地
＝
西
向
田
町
11
番
22
号

（
27
）６
７
５
８

薩
摩
川
内
ま
ち
な
か
情
報

「
せ
ん
ま
ち
」

　https://ss-

　m
achi.jim

dofree.com
/

・大阪府出身
・不動産業界から転職
・趣味は妻と毎朝やる我
　流のバドミントンと樋
　脇町で借りている畑の
　仕事
・平成29年6月から30
　年５月までは樋脇町市
　比野地域の商品開発を、
　その後は向田中心市街
　地地域の活性化を担当

地域おこし協力隊活動ブログも更新中！　　http://ss-pochan.tumblr.com/

地域おこし協力隊

寺
て ら

田
だ

 恵
け い

吾
ご

 （40歳）

▲イベント実施の様子

▲イベント PRポスター

▲まちあいサロン

行
こ
う
よ
図
書
館
へ

行
こ
う
よ
図
書
館
へ


